






















Social Construction of “Rule” in Playground:











すべてのブランコがふさがってしまっているところにひとりの園児 P が接近。そこへ A 先
生が近づいて行って，「ブランコ？　じゃあ並ぼう。並ばなきゃ」と話しかけた。するとそ
れを聞いた B 先生が，A 先生に対し，「なんで並ぶの？」「何に並ぶの？」と問いかけた。A
先生は困惑したような顔をしていた。（筆者フィールドノートより）
　この場面に遭遇した当初，筆者は B 先生の発言に対し，少なからぬ違和感を抱いた。というの




























































































































	 	 	 03	タツヤ：	《③のブランコへ駆け寄り鎖に手を伸ばす》
	 	 	 04	ミノル：	《③のブランコの鎖に両方の手をかける》
	 ⇒	 05	マサシ：	 	 	 《タツヤとミノルのほうを見ながら④のブランコから降りる》
	 	 	 06	タツヤ：	《③のブランコに伸ばした手を引っ込めてその場で立ち止まる》
	 	 	 07	マサシ：	《③のブランコへ歩み寄る》
	 	 	 08	ミノル：	《③のブランコの鎖を離す》
	 	 	 09	マサシ：	《③のブランコの鎖をつかんで乗る》
	 	 	 10	タツヤ：	 	 	 ［《④のブランコへ駆け寄る》
	 	 	 11	ミノル：	 	 	 ［《④のブランコへ駆け寄る》
	 	 	 12	タツヤ：		 	 	 《④のブランコの鎖に手を伸ばす》
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   13	ミノル：	 	 	 《④のブランコの鎖をつかむ》
	 	 	 14	タツヤ：		 	 	 《④のブランコの鎖に伸ばした手を引っ込める》




	 	 	 18	タツヤ：［《②のブランコへ駆け寄る》
	 	 	 19	モモコ：［《保育者に手を引かれて②のブランコに近づいてくる》
	 	 	 20	タツヤ：	《②のブランコに手足をかける》
	 	 	 21	モモコ：	《保育者に手を引かれたまま②のブランコの前で立ち止まる》
	 	 	 22	タツヤ：	《②のブランコから手足を離す》
	 	 	 23	ユウキ：	だめだぞ《タツヤを後ろに追いやる》
	 	 	 24	タツヤ：	《そのまま引き下がり，ブランコの中央部分（図中★）に移動する》
	 	 	 25	モモコ：	《②のブランコに乗る》
〈3〉		 	 26	タツヤ：	《ブランコの中央部分（図中★）に立って左右をきょろきょろする》
	 ⇒	 27	ミ　キ：《①のブランコの揺れを止めて座ったまま地面に足をつく》
	 	 	 28	タツヤ：《①のブランコに近づいていって》かーわって
	 	 	 29	ミ　キ：《他のブランコのほうを指さす》
	 	 	 30	タツヤ：でも，誰も，誰も貸してくれない
	 	 	 31	ミ　キ：《①のブランコに座ったまま他のブランコのほうを指さす》
	 	 	 32	タツヤ：なんでミキちゃんばっか（　　）なの
	 	 	 33	ミ　キ：《タツヤのほうを見ながら再び①のブランコをこぎ始める》
	 	 	 34	タツヤ：《他のブランコのほうをいったん振り返り，ミキの右側（図中●）に移動しながら》なんで
	 	 	 35	ミ　キ：《タツヤを目で追いながら①のブランコをこぐ》
	 	 	 36	タツヤ：乗ったばっかりじゃないじゃん
【中略】
	 	 	 37	ミ　キ：《タツヤのほうをちらちらと見ながら①のブランコをこぎ続ける》
	 	 	 38	タツヤ：《ミキのこぐブランコを目でしばらく追った後，鎖をつかんで揺れを止めようとする》
	 	 	 39	ミ　キ：だってミキまだいっぱい乗ってない
	 	 	 40	タツヤ：いっぱい乗ってたじゃん
	 	 	 41	ミ　キ：《足をついて①のブランコの揺れを止めるが，さらにまたこぎ始める》
	 	 	 42	タツヤ：《ミキの動きを目で追う》
	 	 	 43	ミ　キ：《タツヤのほうをちらちらと見ながらブランコをこぎつつ》代わったよ


































































































































































あ並ぼう。並ばなきゃ」という発言を行った。するとその A 先生に対して B 先生が「なんで並ぶ
の？」「何に並ぶの？」と疑問を呈したのである。B 先生から A 先生に対して投げかけられた疑
問は「ルールを教える」ことにかかわるもののように思われるが，それはいったい何を意味して
いたのだろうか。
　この問いに取り組むために，まずは前半部分の A 先生と園児 P とのやりとりについて，A 先













































































かを見るということをすべきである｣（Sharrock & Button 訳書，2000，pp.112–113）。これは規
則をめぐる論理的な問題にとどまらず，実践的な関心からしても重要な事柄であることがわかる
























 1　物の所有をめぐるいざこざ場面についての研究としては，たとえば，山本 1991，倉持 1992，高坂 1996。
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